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■県内の状況（１１月８日現在） 感染者の推移
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12/11 レベル４
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3/7 レベル３

3/22 レベル４（村山地域）

3/22 レベル５（山形市）
＜緊急事態宣言発出＞

49

3/27 レベル５（寒河江市）
＜緊急事態宣言発出＞

4/12 レベル４（寒河江市）
＜緊急事態宣言解除＞

4/26 レベル４(山形市)
＜緊急事態宣言解除＞
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8/12 レベル４（全域）

8/20 特別集中期間開始

69

9/15 特別集中期間終了
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10/26 レベル２
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◎発熱患者等の相談・診療・検査体制

相談・受診・検査の流れ

令
和
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月
２
日
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ら

◎医療提供体制

県内の感染症指定医療機関を中心に、重症患者に対応できる医療機関とそれを支援する医療機

関を合わせて２３７床を確保。また、無症状者等を受け入れる宿泊療養施設として３４８室を確保。

病院名
県立

中央病院
山形大学
附属病院

県立
河北病院

県立
新庄病院
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総合病院

日本海
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鶴岡市立
荘内病院

その他 合計

病床数
（うち重症者病床）
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（４）

４１
（８）

２５
（０）

４８
（０）

２３７
（２６）

【入院病床】 （単位：床）

【宿泊療養施設】 合計 ３４８室 〈内訳〉 村山地域：１ヶ所１０８室、置賜地域：１か所４６室、庄内地域：２ヶ所１９４室

身近な地域における発熱患者の相談・診療・検査体制を整備

県内の相談・検査・医療提供体制 ①
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酸素ステーション 事業イメージ(令和3年度9月補正予算)

ステーション 事業フロー

酸素ステーション

◆病状悪化により入院が必要となった療養者を一時的に受入

◎酸素投与、薬剤投与

◎生体モニターでバイタル

サインの確認
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（確保病床）

病床が空き

次第、酸素

ステーショ

ンから受入

酸素ステーションの設置時期

⇒ 病床逼迫により、「直ちに入院」が不可となった場合
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施設・設備の整備
●病床：１５床程度
●場所：内陸・庄内 各１か所
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